
　
最
近
、
名

古
屋
大
学
教

授
・
福
和
伸

夫
氏
の
講
演

を
聴
く
機
会
が
あ
っ
た
。
近
い

将
来
、
必
ず
来
る
と
い
わ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
講
演

だ
っ
た
が
、
人
的
・
経
済
的
被

害
は
甚
大
で
、
無
策
で
被
災
す

る
と
世
界
の
最
貧
国
に
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
な
ど
怖

い
内
容
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
▼

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
見
た
く
な

い
こ
と
も
直
視
し
て
災
い
転
じ

て
福
と
な
す
」
だ
っ
た
が
、
現

代
社
会
が
直
面
し
て
い
る
危
険

に
警
鐘
を
鳴
ら
す
人
が
い
る
の

に
、
そ
れ
を
マ
ス
コ
ミ
は
き
ち

ん
と
伝
え
ず
、
取
り
上
げ
る
と

き
は
茶
化
し
た
り
恐
怖
を
あ
お

る
だ
け
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組

の
手
法
で
作
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

番
組
し
か
見
な
く
な
っ
た
我
々

国
民
も
反
省
す
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い
▼
台
風
15
号
に
よ
る
広

範
囲
の
停
電
の
原
因
と
な
っ

た
、
送
電
線
の
鉄
柱
の
倒
壊
で

も
、
強
度
は
十
分
だ
っ
た
の
か

と
い
う
当
然
の
疑
問
に
対
す
る

報
道
が
、
な
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
う
▼
講
演
の
中
で
は
地

震
時
の
エ
レ
ベ
ー
タ
閉
じ
込
め

問
題
に
触
れ
て
い
た
。
18
年
の

大
阪
北
部
地
震
で
は
地
震
の
規

模
の
大
き
さ
の
割
に
、
多
く
の

エ
レ
ベ
ー
タ
で
閉
じ
込
め
が
起

き
た
と
い
う
。
こ
れ
は
エ
レ

ベ
ー
タ
の
安
全
装
置
が
き
ち
ん

と
働
い
た
か
ら
で
、
故
障
で
は

な
く
、
安
全
装
置
が
過
敏
す
ぎ

る
そ
う
だ
。
軽
微
事
故
で
も
怒

ら
れ
な
い
よ
う
過
敏
に
し
て
い

る
た
め
、
全
体
と
し
て
は
被
害

が
大
き
く
な
る
。
現
在
の
医
療

の
現
場
で
も
似
た
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

な
が
ら
聞
い
た
。 

（
内
）

　
厚
労
省
の
地
域

医
療
構
想
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
、
高
度

急
性
期
や
急
性
期

病
床
を
持
つ
公

立
・
公
的
医
療
機
関
4
2
4

病
院
（
分
析
対
象
1
4
5
5
機

関
中
29
・
1
％
）
を
、
再
編
統

合
の
対
象
と
し
て
公
表
し
た
。

近
接
の
類
似
医
療
機
関
に
比

べ
、
が
ん
・
心
臓
・
脳
卒
中
・

救
急
・
小
児
・
周
産
期
の
診
療

実
績
が
少
な
い
等
が
選
定
基
準

で
あ
る
。

　
京
都
府
は
4
病
院
。
全
国
で

再
検
証
要
請
対
象
実
数
が
多
い

の
は
、
北
海
道
54
、
新
潟
22
、

宮
城
19
病
院
。
割
合
が
高
い
の

は
新
潟
53
・
7
、
北
海
道
48
・

6
、
宮
城
47
・
5
％
な
ど
と
続

く
。
設
置
主
体
で
は
市
町
村
立

5
2
7
病
院
中
43
・
6
％
。
病

床
規
模
で
は
50
床
未
満
の
76
・

9
％
、
50
床
〜
99
床
の
82
・
7

％
が
対
象
で
あ
る
。
所
在
地
二

次
医
療
圏
人
口
規
模
で
1
0
0

万
人
以
上
圏
は
10
・
0
％
だ

が
、
他
は
30
％
前
後
で
あ
る
。

北
海
道
、
東
北
な
ど
過
疎
、
医

師
不
足
地
域
の
、
市
町
村
立
の

小
規
模
病
院
が
も
っ
ぱ
ら
対
象

に
な
っ
て
い
る
。

　
公
立
病
院
・
公
的
病
院
は
公

の
議
論
に
基
づ
き
必
要
と
さ
れ

設
立
、
公
的
性
格
の
た
め
民
間

の
担
わ
な
い
機
能
を
そ
の
地
域

で
果
た
し
て
き
た
。
統
合
さ
れ

な
く
て
も
、
機
能
再
編
で
高
度

急
性
期
・
急
性
期
で
な
い
と
さ

れ
る
と
収
入
減
で
存
続
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　
地
域
に
必
要
な
病
院
の
再
編

統
合
が
進
む
と
、
人
口
減
少
地

域
の
医
療
過
疎
が
進
み
、
さ
ら

に
過
疎
化
が
進
む
。
厚
労
省
は

こ
の
よ
う
な
調
査
を
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
本
来
必
要
と
さ
れ
た

病
院
が「
不
要
」
と
判
断
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
原
因
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

政
策
は
地
方
創
生
に
逆
行
し
、

地
方
消
滅
に
な
る
。
地
方
消
滅

は
そ
の
地
域
の
治
山
治
水
の
軽

視
に
つ
な
が
り
、
最
近
の
異
常

気
象
で
も
わ
か
る
よ
う
に
都
市

部
へ
も
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
る
。

　
少
子
化
対
策
に
失
敗
し
た
国

は
、
高
齢
化
対
策
と
し
て
高
齢

者
の
健
康
寿
命
を
延
伸
し
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
利
用
を
抑

制
、
年
金
制
度
改
変
で
、
高
齢

者
労
働
に
よ
る
経
済
活
性
化
や

納
税
を
期
待
し
、
要
介
護
状
態

に
陥
り
終
末
期
に
な
っ
た
場
合

は
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
拘
束
さ
れ
医
療

が
介
入
し
な
い
速
や
か
な
死
を

希
望
す
る
社
会
を
作
ろ
う
と
し

て
い
る
。

　
国
は
国
民
皆
保
険
制
度
を
守

る
た
め
の
制
度
改
革
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
出
し
て
い

る
。
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る

の
は
、
国
民
の
健
康
を
守
る
た

め
で
あ
る
。
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
制
度
改
変
は
国
民
の
健
康

は
二
の
次
に
し
て
、
財
政
支
出

の
抑
制
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

　
官
僚
は
、
東
京
生
活
で
の
医

療
環
境
か
ら
の
視
点
で
は
な

く
、
地
方
で
生
活
し
て
、
国
民

の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
何
が

重
要
か
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。

地
域
の
医
療
環
境
へ
の
目
配
り
を

半
数
が
社
会
的
支
援
の
必
要
な
患
者
に
直
面

地
区
懇
ア
ン
ケ
ー
ト　

現
場
で
の
対
応
浮
き
彫
り
に

　
協
会
は
2
0
1
8
年
11
月
か
ら
19
年
4
月
に
か
け
て
「
社
会
的
支
援
を
必
要
と
す
る

患
者
の
事
例
」
に
つ
い
て
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
各
地
区
医
師
会
と
の
懇
談
に
あ

わ
せ
て
全
会
員
2
3
3
1
人
を
対
象
に
し
、
回
答
は
2
9
3
人
（
13
％
）
で
あ
っ
た
。

独
居
・
老
老
介
護
・

Ｄ
Ｖ
…
…

　
社
会
的
支
援
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
接
し
た
経

験
が
最
近
あ
る
か
に
つ
い
て

は
、「
あ
る
」
が
1
4
7
、「
な

い
」
が
1
4
6
で
ほ
ぼ
同
数
の

結
果
で
あ
っ
た
（
図
1
）。「
あ

る
」
と
答
え
た
方
の
う
ち
、
1

2
2
人
が
実
例
を
記
載
。
複
数

事
例
や
複
合
事
例
が
あ
る
が
、

大
ま
か
な
分
類
を
す
る
と
、

「
独
居
や
老
老
介
護
に
よ
る
困

難
」
が
最
も
多
く
51
件
、
続
い

て
「
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク

ト
」
28
件
、「
経
済
的
困
難
」

27
件
、「
認
知
症
に
よ
る
困
難
」

25
件
、「
精
神
障
害
」
15
件
、

「
病
気
の
困
難
」
15
件
、「
発
達

障
害
」
11
件
、「
介
護
問
題
」

5
件
、「
不
登
校
、
育
児
問
題
」

4
件
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
実

例
の
一
部
を
表（
3
面
参
照
）に

記
し
た
が
、
開
業
医
が
日
常
の

診
療
で
気
づ
き
、
奮
闘
す
る
さ

ま
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

患
者
の
背
景
を

窺
う
こ
と
か
ら

　「
あ
る
」
と
答
え
た
方
に
、

こ
の
1
年
間
の
実
感
を
答
え
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
一
定
数

は
常
に
あ
る
」
が
61
％
、「
増

え
て
い
る
」
が
37
％
、「
減
っ

て
き
て
い
る
」
は
ゼ
ロ
だ
っ
た

（
図
2
）。

　
さ
ら
に
、「
あ
る
」
と
答
え

た
方
に
、
な
ぜ
分
か
っ
た
か
を

複
数
回
答
で
き
い
た
と
こ
ろ
、

「
よ
う
す
を
み
て
わ
か
っ
た
」

63
％
、「
本
人
か
ら
相
談
さ
れ

た
」
30
％
、「
周
囲
か
ら
き
い

た
」
21
％
、「
そ
の
他
」
14
％

（
図
3
）。「
そ
の
他
」
の
内
訳

は
、
▽
公
的
機
関
か
ら
の
相
談

▽
家
族
・
施
設
か
ら
の
相
談
▽

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
紹
介
▽
民

生
委
員
や
地
域
包
括
・
市
の
福

祉
課
か
ら
の
紹
介
▽
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
相
談
▽
転

院
時
情
報
で
共
有
―
。

適
切
な
支
援
機
関
に

つ
な
ぐ

　
当
該
患
者
に
つ
い
て
ど
こ
か

に
相
談
す
る
な
ど
、
つ
な
い
だ

先
を
複
数
回
答
で
き
い
た
と
こ

ろ
、「
介
護
事
業
所
も
し
く
は

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
が
41
％
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
40
％
、「
市
役
所
等
」
が
35

％
、「
ど
こ
に
も
つ
な
い
で
い

な
い
」
も
12
％
あ
っ
た
。
以

下
、「
社
会
福
祉
協
議
会
」「
地

タ
ー
、
京
都
市

外
国
人
高
齢
者

支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
寄
り

添
い
支
援
総
合

サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
京
丹
後

市
）。
小
児
の

発
達
障
害
等
で

は
療
育
施
設
、

教
育
機
関
（
学

校
・
教
育
委
員

会
）、
相
談
支

援
事
業
所
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る

（
図
4
）。

孤
独
死
と
も
関
わ
り

　
独
居
の
高
齢
者
が
増
加
し

て
、
孤
独
死
も
増
え
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
医
師
と
し
て
孤
独
死
に
最

近
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
と

い
う
質
問
に
は
、「
な
い
」
が

83
％
、「
あ
る
」
が
16
％
。
そ

の
う
ち
多
い
方
で
50
件
、
25

件
、
10
件
と
い
う
方
も
み
ら
れ

た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
1
〜
2
件

で
あ
っ
た
。 

（
3
面
に
続
く
）

域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」「
保
健
所
」「
児
童
相
談

所
」「
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
」
の
順
。
そ
の
他
で

は
、
法
テ
ラ
ス
、
病
院
Ｍ
Ｓ

Ｗ
、
京
都
性
暴
力
被
害
者
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン

図 1 社会的支援が必要な患者に接した経験

ある 50％ ない 50％

図 2 この１年間の増減実感（n=147）

一定数は常にある 61％ 増えている 37％

減ってきている 0％

0 20 40 60 100％ ％ ％ ％ ％80％

図 3 なぜわかったか（複数回答）

ようすをみてわかった

本人から相談された

周囲からきいた

その他
0 20 40 60 80

63％

21％

14％
％ ％ ％ ％ ％

30％

図 4 どこにつないだか（複数回答）

介護事業所もしくはケアマネ
地域包括支援センター

市・区役所・役場
特にどこにもつないでいない

社会福祉協議会
地域障害者生活支援センター

保健所
児童相談所

地域の民生委員・児童委員
その他

0 10 20 30 40 50％ ％ ％ ％ ％ ％
23％

6％
6％
8％
9％
10％

35％
40％
41％

12％

難病医療費助成制度を考えるフォーラム

すべての難病患者に安心を！

◆ 健康講座
「実は難病は身近な病気？ 子どもの難病を考える」
　  講 師　小泉 昭夫 氏（京都大学名誉教授、社会健康医学福祉研究所所長）

◆ 基調報告
「今の難病医療費助成制度が抱える課題について」

◆ 患者さんからの訴え ―フロア発言
◆ 国会議員からの発言 ―難病医療費助成制度をどう考えるか

日　時 11月30日（土）午後2時～4時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
主　催 NPO法人京都難病連　京都府保険医協会

2 0 1 9 年 (令和元年) 1 1 月 1 0 日 第 3 0 6 1 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

地
区
医
師
会
と
の
懇
談（
下
京
東
部
）

 

（
2
面
）

寄
稿
・
社
会
資
源
へ
の
橋
渡
し
を 

（
3
面
）

声
明
・「
か
か
り
つ
け
医
」登
録
制
を
危
惧 

（
4
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
厚
生
労
働
省
は
9
月
26
日
に

開
催
さ
れ
た
第
24
回
目
の
「
地

域
医
療
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
座
長
・
尾
形
裕
也

か
ら
即
座
に
批
判
の
声
が
上

が
っ
た
の
は
当
然
だ
。

　
そ
し
て
、
第
4
に
、
医
療
界

自
体
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
構
成

員
に
は
日
本
医
師
会
や
病
院
関

係
な
ど
の
全
国
団
体
が
名
を
連

ね
て
い
る
が
、
同
会
議
で
日
本

医
師
会
の
中
川
俊
男
副
会
長

は
、
今
回
の
措
置
は
「
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
の
機
能
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
」
だ
と
述
べ

て
い
る
。
及
び
腰
と
い
う
よ
り

も
当
局
へ
の
迎
合
と
言
わ
れ
て

も
仕
方
が
な
い
。
む
し
ろ
、
今

回
の
措
置
は
、
地
方
の
医
師
確

保
・
偏
在
是
正
に
も
逆
行
し
、

政
策
に
一
貫
性
が
な
い
と
指
摘

す
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

　
京
都
府
に
お
い
て
名
指
し
さ

れ
た
病
院
は
、
人
口
減
少
、
高

齢
化
地
域
で
地
元
の
医
療
を
支

え
て
い
る
医
療
機
関
と
、
一
般

の
民
間
病
院
で
は
担
い
き
れ
な

い
特
殊
な
疾
患
の
患
者
を
長
期

的
に
受
け
入
れ
て
い
る
医
療
機

関
で
あ
る
。
地
域
で
診
療
所
の

医
師
た
ち
が
安
心
し
て
医
療
を

行
う
た
め
に
は
、
こ
う
い
っ
た

公
立
・
公
的
病
院
の
存
在
は
不

可
欠
で
あ
る
。
厚
労
省
は
、
地

域
で
の
医
療
確
保
に
向
け
て
偏

在
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ

　
厚
生
労
働
省
は
9
月
26
日
に

開
催
し
た
「
地
域
医
療
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
座

長
・
尾
形
裕
也
九
州
大
学
名
誉

教
授
）」
に
お
い
て
、
2
0
2

5
年
の
地
域
医
療
構
想
の
実
現

に
向
け
て
再
編
統
合
対
象
と
考

え
ら
れ
る
全
国
4
2
4
病
院
の

公
立
・
公
的
病
院
名
を
公
表
し

た
。
京
都
府
は
市
立
福
知
山
市

民
病
院
大
江
分
院
、
舞
鶴
赤
十

字
病
院
、
国
保
京
丹
波
町
病

院
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
宇
多
野
病
院
の
4
病
院
が

「
再
検
証
要
請
対
象
医
療
機
関
」

に
名
指
し
さ
れ
た
。

　
こ
の
問
題
で
は
、
全
国
知
事

会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村

会
な
ど
か
ら
即
座
に
批
判
の
声

が
上
が
り
、
京
都
府
も
す
で
に

遺
憾
の
意
を
表
明
し
て
い
る
。

今
回
の
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
厚

労
省
の
見
方
で
あ
り
、
よ
り
地

域
医
療
の
実
態
に
即
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
デ
ー
タ
を
活
用
し

各
自
治
体
で
議
論
を
進
め
て
ほ

し
い
と
し
た
。

民
間
デ
ー
タ
も

公
表
へ

　
ま
た
、
民
間
医
療
機
関
で
も

同
様
の
デ
ー
タ
が
必
要
だ
と
す

る
声
を
受
け
、
デ
ー
タ
を
公
表

す
る
つ
も
り
で
、
し
か
し
慎
重

に
準
備
を
進
め
て
い
く
と
明
言

し
た
。

　
協
会
は
京
都
選
出
国
会
議
員

等
と
の
面
談
を
通
し
て
、
引
き

続
き
こ
の
問
題
を
追
及
し
て
い

く
。

　
協
会
は
下
京
東
部
医
師
会
と

の
懇
談
会
を
、
10
月
9
日
に
京

都
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
、
開

催
。
地
区
か
ら
21
人
、
協
会
か

ら
6
人
が
出
席
し
た
。
同
会
・

岸
本
和
隆
副
会
長
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
小
畑
寛
純
会
長
は
、

懇
談
会
開
催
へ
の
謝
意
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
地
区
会
員
に
対

し
、
日
頃
考
え
て
い
る
率
直
な

意
見
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
協
会
か
ら
は

鈴
木
理
事
長
が
、
7
月
の
定
期

総
会
で
意
見
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
今
年
度
は
協
会
の
報
告
時

間
を
短
く
し
、
地
区
か
ら
の
意

見
聴
取
や
議
論
に
重
点
を
置
い

た
懇
談
会
と
し
た
い
と
あ
い
さ

は
全
額
国
費
で
賄
う
よ
う
提
案

し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
国
へ

ど
の
よ
う
に
要
求
す
る
の
か
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
協
会
は
、
現
在
、
全
て

の
府
議
会
会
派
の
議
員
団
と
の

懇
談
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報

告
。
保
険
料
だ
け
で
は
賄
え
な

い
国
全
体
の
医
療
費
に
は
税
金

を
、
地
方
自
治
体
か
ら
は
公
費

を
投
入
す
る
仕
組
み
を
国
か
ら

の
財
政
補
助
で
強
め
る
べ
き
と

し
、
税
収
を
引
き
上
げ
る
方
策

を
考
え
、
社
会
保
障
に
注
ぎ
込

め
る
よ
う
な
提
言
を
検
討
し
て

い
る
と
回
答
し
た
。

　
医
師
偏
在
対
策
と
か

か
り
つ
け
医
登
録
制
に

つ
い
て
は
、
地
区
よ
り

「
医
師
偏
在
対
策
や
か

か
り
つ
け
医
登
録
制
に

お
い
て
も
、
専
門
医
制

度
を
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
議
論
が
必
要
で
あ

り
、
具
体
的
に
医
療

ニ
ー
ズ
を
分
析
し
て
政

府
に
も
の
を
言
わ
な
い

と
説
得
力
は
持
た
な
い
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を

厚
労
省
に
訴
え
て
い
く
の
が
協

会
の
役
目
と
述
べ
、「
国
は
医

療
費
を
抑
え
る
た
め
に
、
定
額

制
や
人
頭
払
い
制
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
厚
労
省
に
は
交
渉

の
都
度
、
開
業
医
が
地
域
で
果

た
し
て
い
る
役
割
が
日
本
の
医

療
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
評
価

し
た
制
度
を
作
る
よ
う
求
め
て

い
る
」
と
報
告
し
た
。

　
京
都
市
の
介
護
認
定
給
付
業

務
の
委
託
・
セ
ン
タ
ー
化
構
想

で
は
、
地
区
か
ら
「
要
介
護
認

定
は
聴
取
り
調
査
が
大
事
で
、

そ
こ
が
不
備
だ
と
審
査
会
が
成

り
立
た
な
く
な
る
。
ど
う
い
う

資
格
を
持
っ
た
者
が
業
務
を
す

る
の
か
な
ど
突
き
詰
め
て
ほ
し

い
」
と
要
望
が
出
さ
れ
た
。

談　話

厚労省は公立・公的病院の
「再編統合」 対象リストを撤回せよ

自
治
体
と
意
見
交
換
会

再
編
病
院
公
表
に
戸
惑
い
の
声

う
だ
が
、
本
気
で
取
り
組
む
気

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
回
の

再
編
統
合
対
象
リ
ス
ト
自
体
を

撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

 

2
0
1
9
年
10
月
18
日

 

副
理
事
長　
渡
邉 

賢
治

つ
。
各
部
会
か
ら
の
情
報
提
供

に
続
き
、
今
年
度
の
共
通
テ
ー

マ
で
あ
る
①
医
師
偏
在
対
策
と

か
か
り
つ
け
医
登
録
制
②
京
都

市
の
介
護
認
定
給
付
業
務
の
委

託
・
セ
ン
タ
ー
化
構
想
（
京
都

市
内
の
み
）
―
に
つ
い
て
話
題

提
供
し
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。 

　
意
見
交
換
で
は
地
区
よ
り
、

消
費
税
増
税
と
財
政
問
題
に
関

し
、「
8
％
の
増
税
時
も
、
社

会
保
障
に
活
用
さ
れ
た
の
は
2

割
程
度
と
言
わ
れ
、
10
％
に
増

税
し
て
も
社
会
保
障
費
と
し
て

使
わ
れ
る
と
は
考
え
難
い
。
財

政
出
動
し
、
国
費
で
出
せ
る
よ

う
な
方
向
を
も
っ
と
強
く
訴
え

る
べ
き
で
あ
る
。
協
会
は
、
医

師
不
足
地
域
に
お
け
る
医
業
の

採
算
ラ
イ
ン
を
明
ら
か
に
し
、

採
算
点
に
達
し
な
い
分
の
費
用

こ
う
し
た
声
に
押
さ
れ
、
厚
労

省
医
政
局
地
域
医
療
計
画
課
は

全
国
7
会
場
で
自
治
体
等
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
。
近
畿
は

10
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
厚
労
省
は
唐
突
な
デ
ー
タ
公

表
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
公
開
へ

の
手
順
の
不
備
を
お
詫
び
。
地

域
医
療
の
実
態
を
反
映
せ
ず
機

械
的
に
当
て
は
め
た
デ
ー
タ
で

あ
る
こ
と
を
認
め
、
こ
の
デ
ー

タ
を
も
っ
て
再
編
統
合
を
強
制

す
る
つ
も
り
は
な
い
と
説
明
。

九
州
大
学
名
誉
教
授
）」
に
お

い
て
、
2
0
2
5
年
の
地
域
医

療
構
想
の
実
現
に
向
け
て
再
編

統
合
対
象
と
考
え
ら
れ
る
全
国

4
2
4
病
院
の
公
立
・
公
的
病

院
名
を
公
表
し
た
。
京
都
府
に

お
い
て
は
市
立
福
知
山
市
民
病

院
大
江
分
院
、
舞
鶴
赤
十
字
病

院
、
国
保
京
丹
波
町
病
院
、
独

立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
宇

多
野
病
院
の
4
病
院
が
「
再
検

証
要
請
対
象
医
療
機
関
」
に
名

指
し
さ
れ
た
。

　
厚
労
省
が
行
っ
た
今
回
の
措

置
は
、
今
日
の
厚
生
行
政
が
、

一
体
何
を
政
策
目
的
と
し
て
い

る
の
か
と
い
う
点
で
多
く
の
疑

問
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
当
面
、
公
立
・
公
的
病

院
の
再
編
策
と
い
う
点
に
絞
っ

て
以
下
の
4
つ
の
問
題
点
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

　
第
1
に
、
今
回
の
措
置
が
と

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に

お
い
て
は
実
質
的
な
病
床
削
減

が
強
制
さ
れ
、
医
師
偏
在
が
加

速
し
、
地
域
住
民
が
必
要
と
す

る
医
療
が
提
供
で
き
な
く
な
る

こ
と
で
あ
る
。
議
論
の
経
過
を

見
れ
ば
、
い
ず
れ
こ
れ
が
民
間

医
療
機
関
へ
波
及
す
る
こ
と
も

十
分
予
測
さ
れ
る
。

　
第
2
に
、
こ
れ
ら
の
対
象
病

院
を
選
ぶ
際
に
用
い
ら
れ
た
指

標
自
体
が
持
つ
問
題
で
あ
る
。

「
診
療
実
績
」
と
し
病
床
機
能

報
告
で
集
め
た
デ
ー
タ
か
ら
、

が
ん
・
心
血
管
疾
患
・
脳
卒
中

の
治
療
、
手
術
の
実
績
や
救

急
、
小
児
、
周
産
期
、
災
害
、

へ
き
地
、
研
修
・
派
遣
の
実
績

を
拾
い
出
し
、
下
位
33
・
3

パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
の
足
切
ラ
イ

ン
を
設
定
し
て
そ
れ
以
下
の
病

院
を
選
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
基
準
は
、
地

域
で
医
療
機
関
が
担
っ
て
い
る

役
割
の
限
ら
れ
た
側
面
を
表
す

も
の
に
過
ぎ
な
い
。

　
ま
た
、
類
似
か
つ
近
接
す
る

医
療
機
関
が
存
在
す
る
場
合
も

対
象
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
近
接
性
を
「
自
動
車

で
の
移
動
時
間
が
20
分
以
内
」

で
計
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
移

動
手
段
が
自
動
車
か
公
共
交
通

機
関
し
か
な
い
う
え
に
、
そ
れ

自
体
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
方

の
暮
ら
し
の
実
態
を
無
視
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
国
と
自
治
体
と
の
関

係
に
お
い
て
、
3
点
目
の
問
題

が
指
摘
で
き
る
。
政
府
・
厚
労

省
に
よ
る
地
方
自
治
へ
の
新
た

な
介
入
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

地
域
医
療
構
想
や
地
域
医
療
対

策
協
議
会
な
ど
あ
た
か
も
都
道

府
県
の
権
限
を
強
め
る
か
の
よ

う
に
見
せ
か
け
な
が
ら
、
病
床

削
減
や
医
師
配
置
を
強
制
的
手

法
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
協
議

に
よ
る
結
果
だ
と
し
て
責
任
は

取
ら
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
全
国
知
事
会
、
全

国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
な
ど

厚労省

出
席
者
27
人
で
開
催
さ

れ
た
下
京
東
部
医
師
会

と
の
懇
談

説
得
力
持
っ
た
提
言
な
ど
の
発
出
を

下
京
東
部
医
師
会
と
懇
談

10
月
9
日
　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都

１. 講演　 貧困と子ども医療 ― 誰ひとりとりのこさないために
   武内　一 氏（佛教大学教授）
２. フロアからの報告
３. まとめの報告 尾藤 廣喜 弁護士
日　時 12月1日（日）午後２時～４時
場　所 職員会館かもがわ（中京区土手町夷川上ル末丸町284）
 ※ 地下鉄「京都市役所前」駅から徒歩10分。

共　催 子ども医療費京都ネット　反貧困ネットワーク京都
連絡先 京都府保険医協会　☎075-212-8877

すべての子どもが
平等に医療にかかれるように

講演会 府内殆どの自治体は中学生まで
月200円でかかれます

舞鶴市・向日市・
大山崎町は中学生
のみ月1500円

京都市 3歳
～月1,500円
の負担

負担ゼロは
伊根町、井手町、
和束町、南山城村
※18歳まで助成しているところも７自治体あります

福知山市は3歳
～日500円負担

京都市さん、通院の３歳から1500円負担ってどうなん？

参加無料
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2
0
1
9
年
度 

地
区
医
師
会
と
の
懇
談
始
ま
る

　
協
会
は
10
月
9
日
、
下
京
東
部
医
師
会
と
の
懇
談
を
皮
切
り
に
各
地
区
医
師
会
と
の
懇

談
を
ス
タ
ー
ト
。
本
年
度
の
協
会
か
ら
の
テ
ー
マ
は
①
医
師
偏
在
対
策
と
か
か
り
つ
け
医

登
録
制
②
京
都
市
の
介
護
認
定
給
付
業
務
の
委
託
・
セ
ン
タ
ー
化
構
想
―
。
で
き
る
だ
け

多
く
の
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
伺
い
た
い
。



　
今
回
の
調
査
結
果
で
あ
る

「
社
会
的
支
援
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
患
者
の
実
例
」
を
見
る

と
、「
貧
困
」「
独
居
」「
老
老

介
護
」「
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、
ネ
グ

レ
ク
ト
」「
認
知
症
（
疑
い
も

含
む
）」「
ゴ
ミ
屋
敷
」「
経
済

的
理
由
に
よ
る
治
療
・
投
薬
の

拒
否
・
中
断
」「
社
会
的
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
（
成
人
）
と

親
」
な
ど
の
特
徴
が
患
者
に

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
生
活
問
題

（
社
会
問
題
）を
抱
え
て
い
る
患

者
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
多
問

題
家
族
」
が
多
数
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　「
最
近
、
社
会
的
支
援
が
必

患
者
を
適
切
な
社
会
資
源
に
繋
げ
る
役
割
に
期
待

新
井 

康
友
（
佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
准
教
授
）

研究者の
コメント

要
と
考
え
ら
れ
る
患
者
に
接
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
の
問

い
に
対
し
、
約
半
数
の
医
師
が

「
あ
る
」
と
回
答
し
た
。
そ
し

て
、
約
9
割
の
医
師
が
「
増
え

て
い
る
」
も
し
く
は
「
一
定
数

は
常
に
あ
る
」
と
回
答
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
低
所
得
世
帯
・

高
齢
単
身
世
帯
・
高
齢
夫
婦
世

帯
の
増
加
や
、
家
族
や
地
域
住

民
の
関
係
性
の
希
薄
化
に
よ

り
、
社
会
的
支
援
が
必
要
な
患

者
が
増
加
す
る
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
。
つ
ま
り
、
医
師

は
社
会
的
支
援
が
必
要
な
患
者

を
診
療
す
る
機
会
が
さ
ら
に
増

え
る
と
言
え
る
。

　
社
会
的
支
援
が
必
要
な
患
者

が
自
ら
行
政
機
関
へ
相
談
す
る

こ
と
は
期
待
し
に
く
い
。
調
査

結
果
か
ら
、
医
師
は
診
療
行
為

を
通
し
て
、
患
者
に
社
会
的
支

援
が
必
要
だ
と
気
付
い
た
り
、

患
者
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
る

者
が
多
か
っ
た
。
今
回
、
回
答

者
の
約
9
割
が
「
診
療
所
」
に

所
属
し
て
い
る
医
師
で
あ
っ

た
。
特
に
か
か
り
つ
け
医
は
患

者
に
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ

り
、
身
近
な
相
談
相
手
だ
ろ

う
。

　
し
か
し
、
診
療
行
為
の
一
環

で
、
医
師
が
患
者
の
生
活
問
題

（
社
会
問
題
）
を
解
決
す
る
に

は
限
界
が
あ
る
。
医
師
が
患
者

の
生
活
問
題
（
社
会
問
題
）
を

解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
医
師

に
は
患
者
を
適
切
な
社
会
資
源

（
相
談
機
関
な
ど
）
に
繋
げ
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
機
能
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
し
か

し
、
医
師
が
繋
ぐ
先
の
社
会
資

源
自
体
が
脆
弱
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
社
会
的
支
援
が
必
要
な

患
者
の
生
活
実
態
を
知
り
得
る

医
師
に
は
、
患
者
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

必
要
な
政
策
提
言
を
積
極
的
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
相
談
ど
こ
に
？
」

　
要
望
等
に
は
44
人
か
ら
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。「
事
例
に
遭

遇
し
た
場
合
、
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
い
い
の
か
」「
気
づ
い
て

い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
最
も
多
く
、

次
に
「
深
入
り
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
も
の
や
、
役
所
の
対
応

へ
の
不
満
、
ケ
ア
マ
ネ
へ
の
不

信
、
患
者
・
家
族
の
非
協
力
に

つ
い
て
の
意
見
が
あ
っ
た
。
具

体
的
対
応
に
つ
い
て
も
、
地
域

で
の
声
掛
け
や
見
廻
り
隊
な
ど

の
活
動
や
勉
強
会
、
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
育
成
な
ど
、「
サ
ポ
ー

ト
が
入
る
と
驚
く
ほ
ど
生
活
が

安
定
す
る
場
合
が
多
い
」「
社

会
的
支
援
が
必
要
な
人
ほ
ど
、

進
行
・
末
期
が
ん
で
発
見
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
検
診
な
ど
で

役
所
が
定
期
的
に
把
握
す
る
必

要
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ

た
。（
次
号
付
録
に
相
談
機
関

等
一
覧
を
掲
載
予
定
）

潜
在
化
し
た
ニ
ー
ズ
を

掴
む

　
こ
う
し
た
背
景
に
つ
い
て
、

日
本
学
術
会
議
の
提
言
「
社
会

的
つ
な
が
り
が
弱
い
人
へ
の
支

援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
2
0

1
8
年
9
月
）」
に
よ
る
と
、

「
家
族
、
職
場
、
地
域
の
社
会

構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す

深
刻
化
す
る
」
と
し
、「
本
人

の
自
助
努
力
で
解
決
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
社
会
の
責
任

に
お
い
て
取
り
組
む
課
題
で
あ

る
」
と
す
る
。
ま
た
、
措
置
制

度
か
ら
利
用
契
約
制
度
へ
の
転

換
に
よ
り
、「
行
政
の
責
任
が

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
基
盤
の

整
備
に
留
ま
り
、
ど
の
よ
う
に

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
問

題
を
解
決
す
る
か
は
当
事
者
に

委
ね
ら
れ
」
た
が
、「
社
会
的

つ
な
が
り
の
弱
い
人
の
多
く
は

自
尊
感
情
が
低
下
し
、
自
ら
主

体
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
場
合
も
あ
る
た
め
、

「
行
政
や
福
祉
専
門
職
の
積
極

的
な
関
与
が
必
要
」
だ
と
す

る
。
さ
ら
に
、「
社
会
福
祉
の

制
度
利
用
を
、
個
人
の
意
欲
の

欠
如
や
怠
惰
な
ど
道
徳
的
な
問

題
と
み
な
す
社
会
的
な
風
潮
が

あ
る
中
で
は
、
当
事
者
は
声
を

あ
げ
に
く
い
状
況
に
置
か
れ
」、

ニ
ー
ズ
を
掴
む
こ
と
自
体
に
困

難
が
伴
う
と
さ
れ
る
。
今
調
査

は
、
そ
の
潜
在
化
し
た
ニ
ー
ズ

を
開
業
医
が
日
常
診
療
の
中
に

お
い
て
掴
み
、
適
切
な
相
談
・

支
援
機
関
に
つ
な
ぐ
一
端
を

担
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　
な
お
、
地
区
ご
と
の
回
答
率
は
、

与
謝
・
北
丹
が
34
％
と
最
も
高
く
、

舞
鶴
27
％
、下
東
25
％
、綾
部
24
％
、

福
知
山
と
相
楽
が
20
％
、宇
治
久
世
、

亀
岡・船
井
、
左
京
、
右
京
が
13
％
、

伏
見
、中
西
が
12
％
、中
東
が
11
％
、

綴
喜
10
％
、
乙
訓
、
西
京
、
山
科
が

9
％
、
北
・
上
東
・
西
陣
7
％
、
東

山
5
％
と
続
く
。
所
属
別
で
は
、
診

療
所
が
90
％
、
病
院
が
9
％
、
保
健

所
0
・
3
％
で
あ
っ
た
。

　（
1
面
か
ら
の
続
き
） 

社会的支援が必要と考えられる患者さんの実例
医師の
年齢等 実例の一部（→はつないだ先）

１ 50代
診療所

▼経済的事由による中断、検査・投薬の拒否▼独居者の認知症進行による生活困難
▼介護困難のためのネグレクト▼ゴミ屋敷→区役所、地域包括、介護事業所・ケア
マネ

２ 60代
診療所

▼80代男性、アルコール依存症と思われるが深夜に来て救急車を呼べと大声で強
迫。保険証なし▼初診の80代女性、進行した悪性疾患が疑われるが、複雑な理由
で検査拒否▼40代男性、中等症以上の気管支喘息だが、無保険、区役所に相談に
本人が行ったがだめだった▼認知症がひどいが、家族と喧嘩して孤立している80
代女性→市役所、介護事業所・ケアマネ、その他

３ 70以上
診療所

年代は主に10歳前後、中学生の不登校、学校での人との関わり方、子どもと親と
の関わり方→児童相談所、心療内科

４ 60代
診療所

若年妊婦で経済的支援の必要な症例がよくある。家庭内DVやデートDVの症例も
時々いる。特に人工妊娠中絶希望の患者に多い→保健所、児童相談所、京都SARA

５ 60代
病院

貧困、孤立、虐待（ネグレクト）、すべて日常的に接している→介護事業所・ケア
マネ

６ 70以上
診療所

喘息患者（40歳代男性）が粉塵の多い現場で仕事をしている。雇用先には健康管
理の仕組みがない→話をもっていく先がないとの患者さんの訴え

７ 70以上
診療所

▼80代女性（当院で以前から高血圧等で受診されていたが、その後認知症を発症）
と50代後半の男性（不眠症で受診）の親子で貧困世帯▼80代女性で独居だった患
者は認知症が進行して包括支援センターに連絡したケースが２例ある→地域包括、
介護事業所・ケアマネ、民生委員、法テラス

８ 50代
診療所 貧困な独居老人で社会的支援を言えば拒否する姿勢の方→地域包括

９ 50代
診療所

▼家族全員が知的・精神・身体障害を抱えており、問題が複雑化しているケース
（福祉事務所が関与）▼精神障害または認知症で独居のケース（ケアマネに相談）
→区役所、介護事業所・ケアマネ

10 50代診療所

40代息子が脳梗塞で寝たきり状態になり60代の両親が自宅で介護し、３時間ごと
の喀痰吸引が必要となった。そのストレスを90代母親への虐待で発散するように
→地域包括、介護事業所・ケアマネ

11 30代診療所

孤立、ADL低下、医療機関に受診しない、自宅がゴミであふれている。独り暮ら
し、特に高齢の方が、歳をとって生活が成立しなくなってくる方が多いように思
う。在宅医療を介して安定させている→どちらかというと、最終的にこちらにつな
がれることが多い

12 50代診療所
▼子に虐待をうけている（誰にも言うなと言われ、介入困難）▼発達障害の方で社
会的孤立→地域包括、地域障害者生活支援センター

13 50代診療所
独居で何ら支援を受けていない80代の方。本人は腰の痛みで通院。しかし、社会
生活が一人では不可能。息子は非協力的→介護事業所・ケアマネ

14 50代診療所

80前後の夫婦。夫はアルコール依存症+認知症。妻はアルツハイマー型認知症。同
居の次男に何らかの精神障害あり。夫と次男の派手なケンカで警察沙汰で発覚。夫
婦とも中程度の認知症あるも車を運転。夫は免許期限切れ。次男は両親に病院受診
をすすめないなど→市役所、社協、地域包括

15 60代診療所

▼家族がいながら介護保険申請してもらえず、ネグレクトされている80代女性▼
足腰が思うように動かないのに、独居を余儀なくされている高齢男性（介護申請を
勧めました）→地域包括

16 60代診療所
70代女性、脳梗塞で片麻痺、在宅療養中。娘が発達障害で収入が少ないと思われ
る→市役所・役場、介護事業所・ケアマネ

17 70以上診療所
80代の夫婦二人暮らし、夫が認知症、介護していた妻が入院で介護困難→介護事
業所・ケアマネ、社協

18 60代病院

80代、男女問わず高齢世帯、家人が遠方のため定期受診は介助をしてくれるが、
臨時受診できず本来外来診療ですむはずが入院となり、ADL低下、介護度悪化。
タクシー台数少なく通院に使えず、同様に車所有者もいない→医療機関から送迎、
往診しないかぎり対応不能

19 50代診療所

▼80代女性、夫は死去、長男はがん末期。知的障害の次男による激しいDVを受け
ている。本人は高度認知症あり▼70代女性、本人は全盲。夫からのDVが激しく、
うつ病、認知症。状況がエスカレートして危険なため特養に措置入所→地域包括、
介護事業所・ケアマネ

20 40代診療所

40代女性、身体障害あり、仕事できないので親と同居。親から言葉によるハラス
メント。パニックになっても救急車を呼ばない。行政、警察に相談するも生活保護
も受けられず、そのまま同居。精神科には親が他界しないと不眠は治らないと言わ
れ、眠剤処方を続けている→全て自分で相談したが、どこも受け入れ不可であった

21 50代診療所

▼夫の介護で疲れており、介護保険で援助のあることを指摘した▼まだまだ公的な
扶助システムを知らない人が多いのではないだろうか。また、恥ずかしさもあり相
談できない人は日本人の性質上おられると思う→介護事業所・ケアマネ

22 40代診療所
糖尿病合併症で下肢切断、失明で独居で在宅医療。そもそも独居は無理があった→
介護事業所・ケアマネ、地域包括

23 70以上診療所

①貧困＋知的障害②ネグレクト③発達障害、一人でも複数の問題を併せ持つことが
多い。そもそもそういった視点がなければ今の小児科は成立しない→市役所、児童
相談所

24 60代診療所
片麻痺（脳出血、脳梗塞後等）、認知症のため１人で通院できない、交通手段がな
い（タクシーではお金がかかりすぎる）→市役所、介護事業所・ケアマネ

25 50代診療所

老夫婦二人暮らしで年金が少なくて下水道設備などの分担金が払えない。生保にな
るにも車が手放せない（車がないと生活できないが認知症もある）→市役所で話を
聞いて、障害認定を受けて医療費を減らして障害年金をもらおうと相談に

26 50代病院

精神科の特性上、受診される方のほとんどが社会的支援を必要とされます→区役
所、保健所、社協、地域包括、介護事業所・ケアマネ、地域障害者生活支援セン
ター、民生委員

27 70以上病院 80代の男２人、女１人→本院のMSWを介して無料低額制度の案内

28 30代保健所

小児、就学前20例、就学後10例ほど。ほぼ全員、発達障害、知的障害、医療的ケ
ア関連。虐待が関与（重複）しているケースも一部あり→市役所、保健所、児相、
療育施設、教育（学校・教育委員会）、相談支援事業所

京都府保険医協会 創立70周年記念出版

開業医医療崩壊の
危機と展望
これからの日本の医療を支える
若き医師たちへ
京都府保険医協会

かもがわ出版
11月下旬発刊
Ｂ5判・104頁
定価本体 1,700円＋税

本紙第3062号（11月25日発行）とともに会
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「
か
か
り
つ
け
医
」
登
録
制

が
争
点
へ
浮
上
し
て
き
た
。
国

か
ら
「
家
庭
医
」
あ
る
い
は

「
総
合
科
」
な
ど
様
々
な
名
称

で
、
繰
り
返
し
提
案
さ
れ
、
そ

の
都
度
、
押
し
返
し
て
き
た
制

度
の
再
浮
上
で
あ
る
。

　
だ
が
今
回
、「
か
か
り
つ
け

医
」
登
録
制
を
正
面
か
ら
掲
げ

た
の
は
、
立
憲
・
国
民

ら
で
構
成
す
る
「『
医

療
の
民
主
化
』
改
革

で
、
次
世
代
に
責
任
あ

る
政
治
を
実
現
す
る
議

員
連
盟
」
で
あ
る
。
同

議
連
が
、「
予
防
中
心
の
医
療

の
実
現
の
た
め
の
医
療
制
度
改

革　
政
策
大
綱
（
た
た
き
台
）」

を
ま
と
め
、「
か
か
り
つ
け
医
」

制
度
の
創
設
を
打
ち
出
し
た
の

で
あ
る
。

　
議
連
の
構
想
は
、
診
療
科
は

問
わ
ず
一
定
の
研
修
を
修
了
し

た
か
か
り
つ
け
医
を
、
患
者
一

人
に
つ
き
一
人
登
録
し
、
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
維
持
す
る
と

し
つ
つ
も
「
か
か
り
つ
け
医
」

以
外
の
医
療
機
関
を
直
接
受
診

す
れ
ば
一
定
額
の
負
担
を
求
め

る
。「
か
か
り
つ
け
医
」
は
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
担
い
、

「
二
次
医
療
機
関
」
受
診
の
必

要
性
を
判
断
、
医
療
情
報
の
一

元
把
握
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
も

担
う
。
報
酬
は
包
括
報
酬
も
想

定
さ
れ
る
一
方
、「
予
防
管
理
」

を
医
療
保
険
で
給
付
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
構
想
は
政
権
の
動

き
に
符
合
し
、
後
押
し
す
る
。

2
0
1
6
年
12
月
の
経
済
・
財

政
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
「
か
か
り
つ
け
医
以
外
を

受
診
し
た
場
合
の
定
額
負
担
の

導
入
」
を
求
め
、
2
0
1
8
年

4
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
は

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
明
確

化
を
は
か
る
初
診
料
へ
の
加
算

が
導
入
さ
れ
た
。
2
0
1
9
年

6
月
25
日
に
は
日
本
経
済
新
聞

が
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
登
録

制
を
厚
生
労
働
省
が
検
討
と
報

道
し
た
。
根
本
匠
厚
生
労
働
大

臣
（
当
時
）
は
否
定
し
た
が
、

か
か
り
つ
け
医
登
録
を
前
提
に

「
定
額
負
担
」
も
検
討
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
国

も
「
か
か
り
つ
け
医
」
登
録
制

導
入
へ
動
い
て
い
る
。
こ
の
局

面
で
の
野
党
に
よ
る
提
案
は
深

刻
な
事
態
を
も
た
ら
す
。

　
議
連
構
想
に
は
大
き
く
4
つ

の
問
題
が
あ
る
。

　
1
つ
は
、「
か
か
り
つ
け
医

登
録
制
」
は
、
本
質
的
に
「
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
保
険

証
一
枚
で
必
要
な
医
療
を
必
要

な
だ
け
保
険
で
提
供
す
る
」
と

い
う
国
民
皆
保
険
の
理
念
に
よ

る
患
者
の
権
利
保
障
と
相
容
れ

な
い
。
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
制

限
、
医
師
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
フ
リ
ー
ダ
ム
に
基
づ
く
診

察
・
治
療
の
制
限
、
患
者
登
録

に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
「
必

要
医
師
数
」
に
基
づ
く
自
由
開

業
制
規
制
も
危
惧
さ
れ
る
。
類

似
の
制
度
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
で

は
国
民
の
不
満
の
的
に
も
な
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
2
つ
目
に
、
医
師
・
医
療
機

関
間
に
無
用
な
競
争
が
持
ち
込

ま
れ
る
。
患
者
が
一
人
の
医
師

の
み
登
録
が
許
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
で
は
、
誰
が
患
者
を
よ
り
多

く
獲
得
す
る
か
が
課
題
に
な
ら

ざ
る
を
得
ず
、
各
医
師
が
専
門

分
野
を
持
ち
、
患
者
を
中
心
と

し
て
互
い
に
協
力
・
連
携
し
あ

う
状
態
も
崩
れ
る
。

　
3
つ
目
に
、「
予
防
医
療
」

に
対
す
る
過
度
な
期
待

で
あ
る
。
政
権
が
9
月

に
立
ち
上
げ
た
全
世
代

型
社
会
保
障
検
討
会
議

に
お
け
る
「
予
防
」
で

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

が
可
能
と
な
り
、
医
療
・
社
会

保
障
に
か
か
る
給
付
増
加
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
い
う
発
想

も
、
議
連
提
案
と
符
合
す
る
。

予
防
は
必
要
だ
が
、
そ
れ
に
よ

る
医
療
費
削
減
効
果
は
認
め
ら

れ
な
い
と
指
摘
す
る
識
者
は
多

い
。
そ
こ
に
多
く
の
医
療
リ

ソ
ー
ス
を
割
く
こ
と
に
な
れ
ば

医
師
・
医
療
従
事
者
不
足
を
助

長
し
か
ね
な
い
。「
健
康
寿
命

の
延
伸
」
が
医
師
の
診
療
報
酬

の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
に
用
い
ら

れ
た
り
、
患
者
の
健
康
自
己
責

任
論
の
増
長
に
用
い
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　
4
つ
目
に
、
想
定
さ
れ
て
い

る
「
か
か
り
つ
け
医
」
像
は
結

局
の
と
こ
ろ
内
科
系
の
医
師
だ

が
（
そ
れ
以
外
の
科
は
想
定
し

に
く
い
）、家
庭
医
療
専
門
医
や

総
合
診
療
専
門
医
と
の
混
乱
が

見
ら
れ
る
。
す
で
に
か
か
り
つ

け
医
と
し
て
診
療
に
し
て
い
る

開
業
医
の
実
態
に
目
を
向
け
、

再
検
証
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
私
た
ち
京
都
府
保
険
医
協
会

は
、
今
回
の
議
連
の
動
き
を
憂

慮
し
、
あ
ら
た
め
て
か
か
り
つ

け
医
登
録
制
の
問
題
点
に
つ
い

て
、
議
員
各
位
に
訴
え
て
い
く

所
存
で
あ
る
。

 

2
0
1
9
年
10
月
29
日

 

京
都
府
保
険
医
協
会

2
0
1
9
年
度
第
10
回
理
事
会

　
今
回
の
全
自
動
免
疫
測
定
装

置
「
コ
バ
ス
」ｅ
8
0
1
に
使

用
す
る
消
耗
品
「
エ
ク
ル
ー
シ

ス
ア
ッ
セ
イ
カ
ッ
プ
／
チ
ッ
プ

Ｇ
2
」（
の
う
ち
チ
ッ
プ
）
に

形
成
不
良
が
確
認
さ
れ
、
検
査

測
定
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
検
査
会
社

を
通
じ
て
各
医
療
機
関
に
報
告

し
た
こ
と
へ
の
説
明
で
、
ロ

シ
ュ
・
ダ
イ
ア
グ
ノ
ス
テ
ィ
ッ

ク
株
式
会
社
が
10
月
11
日
に
協

会
へ
来
局
。
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
部
部
長
、
大
阪
第

二
支
店
支
店
長
ら
か
ら
経
緯
が

述
べ
ら
れ
た
。
福
山
正
紀
副
理

事
長
と
事
務
局
3
人
が
対
応
し

た
。
な
お
、
説
明
は
ロ
シ
ュ
社

か
ら
の
申
し
出
に
よ
る
も
の
。

　
成
型
不
良
を
有
す
る
製
品
は

2
0
1
8
年
10
月
〜
19
年
7
月

に
か
け
て
28
Ｌ
Ｏ
Ｔ
、
1
5
9

3
Ｋ
Ｉ
Ｔ
が
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

　
測
定
が
行
わ
れ
た
場
合
、
約

0
・
01
％
の
割
合
で
分
注
量
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
測
定
値
が
低

値
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
（
成

型
不
良
を
有
す
る
1
5
9
3
Ｋ

Ｉ
Ｔ
ベ
ー
ス
で
算
出
し
た
場
合

の
割
合
は
0
・
06
％
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
測
定
値
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
免

疫
反
応
を
測
定
原
理
と
す
る
検

査
で
は
、
非
特
異
的
反
応
等
の

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
偶
発

的
エ
ラ
ー
が
発
生
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ュ
社
は

本
事
案
は
日
常
検
査
の
中
で
起

こ
り
得
る
リ
ス
ク
の
範
囲
内
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
も
し

心
配
で
あ
れ
ば
、
も
う
一
度
検

査
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
説

明
し
た
。

　
説
明
を
受
け
て
、
協
会
は
①

再
検
査
し
た
場
合
の
費
用
負
担

②
患
者
へ
の
謝
罪
③
対
象
患
者

の
洗
い
出
し
―
に
つ
い
て
要
望

し
た
。
ロ
シ
ュ
社
か
ら
は
①
各

検
査
会
社
と
協
議
中
で
あ
る
が

1
〜
2
カ
月
の
間
に
結
論
を
出

す
②
各
医
療
機
関
向
け
の
謝
罪

文
を
出
す
こ
と
は
検
討
中
と
回

答
し
た
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

も
一
部
の
検
査
会
社
で
は
リ
ス

ト
は
抽
出
さ
れ
て
い
る
模
様
で

あ
る
と
し
た
が
、
協
会
か
ら
は

全
て
の
検
査
会
社
に
対
し
て
対

応
を
要
請
し
て
ほ
し
い
と
要
望

し
た
。

　
初
日
は
、「
学
校
健
診
後
治

療
調
査
」
の
結
果
報
告
と
、

「
医
療
エ
ン
タ
メ
と
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
」
と
題
し
た
記
念
講
演

が
、
作
家
の
海
堂
尊
氏
を
講
師

に
行
わ
れ
た
。

　
2
日
目
は
6
分
科
会
に
分
か

れ
、
全
国
か
ら
の
出
席
者
が
演

題
を
発
表
。
京
都
協
会
か
ら

は
、
第
5
分
科
会
「
災
害
、
公

害
、
環
境
、
職
業
病
」
に
て
、

山
本
昭
郎
環
境
対
策
委
員
が

「
京
都
府
内
で
の
Ｐ
Ｍ
2
・
5

測
定
第
2
報
」
と
題
し
た
演
題

八
幡
市
で
は
32
㎍
／
㎥
と
比
較

的
高
い
数
値
を
示
し
た
こ
と
を

報
告
。
ま
た
、
タ
バ
コ
の
煙
も

Ｐ
Ｍ
2
・
5
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
回
、
紙
巻
タ
バ
コ
と
加

熱
式
タ
バ
コ
3
種
類
の
喫
煙
後

の
、
室
内
（
排
気
口
付
近
で
測

医療研でＰＭ2.5測定結果を発表
紙巻と電子タバコの比較検証も

種　類 測定値
（喫煙ブース）

測定値
（車中窓閉）

測定値
（車中窓開）

1 ブルームテック 2019 90 39

2 グロー 1304 61 31

3 アイコス 1823 54 29

4 紙巻きたばこ 5971 1001 314

（排気口で測定） （喫煙者横で測定）

図　紙巻きたばこと加熱式たばこのPM2.5濃度

　
保
団
連
第
34
回
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
大
阪
府

立
国
際
会
議
場
で
10
月
13
日
、
14
日
の
2
日
間
開
催
さ

れ
た
。
参
加
者
は
8
1
6
人
だ
っ
た
。

演
題
を
発
表
す
る
山
本
氏

を
発
表
し
た
。
協
会
の
環

境
対
策
委
員
会
で
は
、
2

0
0
1
年
か
ら
会
員
の
協

力
を
得
て
、
Ｎ
Ｏ
2
大
気

汚
染
測
定
を
行
っ
て
き
た

が
、
17
年
よ
り
Ｐ
Ｍ
2
・

5
の
定
点
測
定
も
開
始
。

Ｎ
Ｏ
2
と
Ｐ
Ｍ
2
・
5
の

測
定
を
交
互
に
行
う
こ
と

と
し
た
。

　
演
題
発
表
で
は
、
環
境

省
の
Ｐ
Ｍ
2
・
5
の
環
境

基
準
1
日
平
均
値
35
㎍
／

㎥
を
超
え
る
地
点
や
日
は

な
か
っ
た
が
、
4
月
23
日

定
）、
車
内
（
窓
全
開
）、
車
内

（
窓
全
閉
鎖
）：（
喫
煙
者
の
隣

で
測
定
）
の
測
定
を
試
み
た
こ

と
を
発
表
し
た
。
喫
煙
室
で
は

加
熱
式
タ
バ
コ
は
紙
巻
タ
バ
コ

の
約
半
分
〜
3
分
の
1
の
濃
度

で
、
ク
ル
マ
の
中
で
は
約
10
分

の
1
程
度
。
窓
の
開
閉
に
よ
っ

て
濃
度
は
約
3
分
の
1
に
減
少

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｍ

2
・
5
の
値
そ
の
も
の
は
高

く
、
身
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
と
述
べ
た
（
図
）。

　
分
科
会
終
了
後
は
、
三
つ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
7
3
1
部
隊

と
は
何
だ
っ
た
の
か　
留
守
名

簿
が
明
ら
か
に
す
る
真
実
」

「
輝
け
！
い
の
ち 

自
分
ら
し
さ

求
め
て
…
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
を
知

る
」「
開
業
医
が
生
き
生
き
と

働
く
た
め
に
」
が
そ
れ
ぞ
れ
開

催
さ
れ
た
。

医療行為・医療施設（建物・設備）や
給食に基づく賠償責任

医師賠償責任保険

介護サービス等に基づく賠償責任
ウ ォ ー ム ハ ー ト
（介護福祉事業者等賠償責任保険）

針刺し事故等への備え、従業員の福利厚生に

針刺し事故等補償プラン
針 刺し事 故 感 染 症
見 舞 金 補 償プラン

　産業医や学校医等の活動（職務）に係る賠償責任
保険は、嘱託医としての行為のうち、医療行為以外
の活動において不測の事故が生じて損害賠償請求さ
れたことで嘱託医が被る損害について保険金をお支
払いします。
　サイバー保険は、医療機関が業務を遂行するため
に行うネットワークの所有、使用、管理、情報メ
ディアの提供にあたり生じた偶然な事由または情報
の漏えいもしくはそのおそれに起因する損害に対し
て保険金をお支払いします［損害賠償金、事故時・
事故後の対策等に必要な費用の補償］。

産業医・学校医等 嘱託医活動賠償責任保険
個人情報漏えい保険／サイバー保険

医師・医療機関にとって賠償責任への備えは必須で
す。保険医協会の保険は会員のみなさまからのニーズ
にお応えして、多様な補償をご用意しています。

いつでも加入・型変更ができます

保険医協会は医療機関や会員医師・ご家族・医療従事者を取
り巻くリスクに対応できる各種制度をご用意しています。リ
スク対策は万全か、いま一度ご確認下さい。

医療機関のリスクをまるごとサポート

ロ
シ
ュ
社 

不
具
合
で
説
明

協
　
　
会 

費
用
負
担
等
の
要
望
伝
え
る

　

会
員
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
随
筆（
8
0
0
字
程

度
）、
写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
些

少
な
が
ら
謝
礼
あ
り
！　
多
く
の
先
生
方
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
締
切
は
11
月
21
日（
木
）。

新
春
特
集
号
へ
の
会
員
の
投
稿
募
集

2 0 1 9 年 (令和元年) 1 1 月 1 0 日第 3 0 6 1 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

野
党
の
議
員
連
盟
に
よ
る

「
か
か
り
つ
け
医
」 登
録
制
の
危
険
性
を
訴
え
る

声 明



休
日
加
算
の
算
定
に
つ
い
て

医事紛争事例集
医師が選んだ60事例

～明日は我が身
定価 3,000円
京都協会会員 1,000円
他府県協会会員 2,000円
※いずれも税込、送料別

寺町通に沿って庶民信仰を訪ねる
文化
ハイキング

　今回の文化ハイキングは、御池通寺町より寺町通に沿って史跡を訪ね、案内人と
ともに、初冬の一日を、のんびりと過ごします。
　午前中は「本能寺」「矢田寺」「宝蔵寺」「誓願寺」などを訪れ、「田ごと」にて昼
食。午後からは「火除天満宮」「浄教寺」「京都大神宮」「聖光寺」「空也寺」「学校
歴史博物館」などを巡ります。
　ご家族・スタッフお誘いあわせの上、ぜひご参加下さい。雨具のご用意とともに
軽装で歩きやすい靴でご参加下さい。

日　時 12月 1 日（日）午前10時～午後 3 時頃（雨天決行）
参加費 会員4,000円、家族・従業員5,000円（入館料、昼食代含む）
集　合 午前10時　御池通寺町　交差点南東角
主　催 （有）アミス　　協　賛　京都府保険医協会 定員  先着20人･要申込

お申し込み・お問い合わせは文化担当まで　☎ 075-212-8877 FAX 075-212-0707

ＤＣゴールドカード

年会費永久無料

京都クレジットサービス㈱と提携している
ゴールドカードは、京都府保険医協会の会
員は個人・家族・法人カードとも年会費は
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前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
こ
の
患
者
は
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
健
康
診
断

の
た
め
、
胃
の
読

影
検
査
を
受
け

た
。
も
と
も
と
自

覚
症
状
は
な
く
、

異
常
な
診
察
所
見

も
な
か
っ
た
。
2
人
の
医
師
が

Ｘ
線
所
見
を
確
認
し
、
胃
体
部

全
体
の
大
湾
側
に
大
き
な
す
う

壁
を
認
め
た
が
、
壁
の
硬
さ
、

潰
瘍
、
集
中
像
も
見
ら
れ
な
い

た
め
、「
検
査
結
果
正
常
」
と

診
断
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

申
し
立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
で
は
、
複
数
の

医
師
が
確
認
し
て
お
り
、
診
断

の
誤
り
は
な
か
っ
た
と
し
て
医

療
過
誤
を
否
定
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

3
年
6
カ
月
間
を
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
胃
が
ん
を
診
断
し
た
Ａ
医
療

機
関
の
フ
ィ
ル
ム
が
な
か
っ
た

た
め
総
合
的
な
判
断
を
す
る
こ

と
に
は
困
難
が
あ
っ
た
が
、
訴

え
ら
れ
た
医
療
機
関
の
フ
ィ
ル

ム
を
見
る
限
り
、
明
ら
か
な
見

落
と
し
を
指
摘
で
き
る
所
見
は

な
い
と
見
え
た
。
ま
た
、
診
察

し
た
医
師
は
、
10
年
以
上
当
該

数
カ
月
後
に
胃
が
ん
（
ス
テ
ー

ジ
Ⅳ
）
と
診
断
さ
れ
、
他
の
Ａ

医
療
機
関
に
入
院
し
、
死
亡
し

た
。

　
患
者
側
は
、
精
密
検
査
を
施

行
し
て
胃
が
ん
を
早
期
に
発
見

し
て
お
れ
ば
、
生
存
の
可
能
性

が
5
年
以
上
あ
が
っ
た
と
し

て
、
弁
護
士
を
介
し
て
賠
償
請

求
を
行
い
、
そ
の
後
に
訴
訟
を

　
Ｑ
、
お
盆
の
時
期
、
3
日
程

休
診
し
た
。
そ
の
休
診
日
に
患

家
か
ら
往
診
依
頼
が
あ
っ
た
た

め
往
診
し
、
8
月
診
療
分
レ
セ

プ
ト
に
お
い
て
再
診
料
と
再
診

料
の
休
日
加
算
、
往
診
料
と
往

診
料
の
休
日
加
算
を
算
定
し
た

と
こ
ろ
、
再
診
料
の
休
日
加

算
、
往
診
料
の
休
日
加
算
が
減

点
さ
れ
た
。
休
診
日
に
往
診
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
休

日
加
算
が
算
定
で
き
な
い
の
は

お
か
し
い
。

　
Ａ
、
初
・
再
診
料
、
往
診
料

の
通
知
で
示
さ
れ
て
い
る
休
日

と
は
「
日
曜
日
お
よ
び
国
民
の

祝
日
に
関
す
る
法
律
第
3
条
に

　
な
ぜ
公
立
・
公
的
病
院
だ
け
を

や
り
玉
に
あ
げ
る
の
か
。
も
う
か

る
分
野
は
民
間
に
譲
れ
、
も
う
か

ら
な
い
分
野
や
過
疎
地
の
医
療
は

切
り
捨
て
ろ
と
い
う
こ
と
か
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
再
編
や
統
合

を
議
論
す
べ
き
医
療
機
関
と
し

て
、
全
国
4
2
4
か
所
の
公
立
・

公
的
病
院
の
具
体
名
を
9
月
26
日

に
公
表
し
た
。

　
同
省
は
「
地
域
医
療
構
想
に
関

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に

提
出
し
た
一
覧
表
で
、
急
性
期
病

床
を
持
つ
公
立
・
公
的
病
院
等
1

4
5
5
か
所
（
医
師
会
病
院
な
ど

一
部
民
間
を
含
む
）
の
診
療
実
績

や
周
囲
の
状
況
を
分
析
し
た
。

　
一
覧
表
で
は
、
①
が
ん
、
心
血

管
疾
患
、脳
卒
中
、
救
急
、
小
児
、

周
産
期
、
災
害
、
へ
き
地
、
研
修

派
遣
の
9
分
野
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ

れ
実
績
が
特
に
少
な
い
②
が
ん
、

心
血
管
疾
患
、脳
卒
中
、救
急
、小

児
、
周
産
期
の
6
分
野
ご
と
に
、

車
で
20
分
以
内
に
類
似
し
た
機
能

を
持
つ
医
療
機
関
が
あ
る
―
―
と

い
う
基
準
を
設
定
し
、
あ
て
は
ま

る
項
目
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

　
い
わ
ば
不
要
度
を
示
す
指
標
を

こ
し
ら
え
て
、
そ
の
数
が
多
い
病

院
に
「
再
検
証
要
請
対
象
」
の

マ
ー
ク
を
付
け
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
方
法
で
は
、
過
疎
地
の
小

さ
な
病
院
や
、
特
定
分
野
の
専
門

病
院
は
、
不
要
度
を
示
す
項
目
数

が
必
然
的
に
多
く
な
る
。

　
医
療
提
供
体
制
の
見
直
し
を
進

め
る
と
し
て
も
、
地
域
事
情
を
考

慮
せ
ず
に
大
ざ
っ
ぱ
な
基
準
を
機

械
的
に
適
用
し
た
や
り
方
に
、
自

治
体
や
地
域
医
療
の
関
係
者
が
反

発
し
た
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
問
題
な
の
は
、
厚
労
省

の
手
法
の
乱
暴
さ
だ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
根
幹
は
、
地
域
医
療

構
想
の
基
本
的
な
考
え
方
に
あ
る
。

　
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は

「
公
立
・
公
的
医
療
機
関
等
に
お

い
て
は
地
域
の
民
間
医
療
機
関
で

は
担
う
こ
と
の
で
き
な
い
医
療
機

能
に
重
点
化
す
る
」
と
い
う
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
明
ら
か
な
民
間
優
先

論
、
民
間
活
力
論
で
あ
り
、
新
自

由
主
義
的
な
発
想
で
あ
る
。
公

立
・
公
的
病
院
の
大
幅
な
削
減
や

民
間
移
譲
に
も
つ
な
が
る
。

　
不
採
算
部
門
は
公
立
病
院
が
担

え
と
い
う
議
論
は
昔
か
ら
あ
る
。

一
方
で
公
立
病
院
に
は
民
間
並
み

に
採
算
性
が
要
求
さ
れ
て
き
た
。

政
策
医
療
や
赤
字
の
穴
埋
め
に
公

費
を
用
い
る
と
、
民
間
の
医
業
経

営
者
は
、
税
金
の
投
入
さ
れ
る
公

立
病
院
と
同
じ
市
場
で
競
争
す
る

の
は
不
公
平
だ
と
主
張
し
た
。

　
と
て
も
両
立
不
可
能
な
話
で
、

自
分
た
ち
の
商
売
を
優
先
す
る
民

間
の
エ
ゴ
を
筆
者
は
感
じ
る
。

　
公
立
・
公
的
病
院
の
存
在
意
義

や
使
命
を
、
き
ち
ん
と
見
つ
め
直

す
こ
と
が
肝
心
で
は
な
い
か
。

　
ま
ず
、
ど
こ
ま
で
責
任
を
持
つ

か
。
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る

民
間
病
院
は
多
い
が
、
経
営
の
状

況
や
方
針
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域

や
分
野
か
ら
撤
退
す
る
リ
ス
ク
が

あ
る
。
倒
産
も
あ
り
う
る
。

　
公
立
・
公
的
は
営
利
を
優
先
し

な
い
点
で
安
心
感
を
も
た
ら
す
。

　
ま
た
病
院
は
、
あ
る
程
度
以
上

の
分
野
・
機
能
が
一
体
的
に
存
在

し
て
こ
そ
成
り
立
つ
。
部
分
的
に

切
り
離
し
た
ら
、
運
営
や
協
力
・

連
携
に
不
備
が
生
じ
、
患
者
の
診

療
も
医
療
従
事
者
の
教
育
訓
練
も

ま
と
も
に
で
き
な
く
な
る
。

　
民
間
病
院
も
純
粋
な
民
間
事
業

で
は
な
く
、
医
療
保
険
な
ど
公
的

財
源
か
ら
収
入
を
得
て
い
る
。
医

療
を
民
間
に
任
せ
た
ほ
う
が
よ
い

と
す
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
医
療
提
供
体
制
の
再
編
を
言

う
な
ら
、
明
ら
か
に
過
剰
な
精
神

病
床
を
は
じ
め
、
民
間
病
院
を
含

め
て
検
討
す
る
の
が
当
然
だ
ろ
う
。

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
106

公
立
・
公
的
病
院
の
使
命
を
見
つ
め
直
す

医
療
機
関
に
勤
務

し
て
お
り
、
読
影

が
未
熟
と
も
考
え

難
か
っ
た
。

〈
結
果
〉

　
第
1
審
で
は
、

誤
診
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
い

が
検
査
実
施
の
遅
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
、
請
求
額
の
9
分
の

1
程
度
の
賠
償
を
認
め
る
判
決

が
下
っ
た
。
双
方
と
も
控
訴
し

た
が
、
第
2
審
で
も
第
1
審
の

判
決
が
維
持
さ
れ
た
。

誤
診
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
…

検
査
の
遅
れ
を
認
め
た
判
例

規
定
す
る
休
日
（
祝
日
、
祝
日

の
振
替
休
日
、
国
民
の
休
日
）

お
よ
び
年
末
年
始
（
12
月
29

日
、
30
日
、
31
日
、
1
月
2

日
、
3
日
）」
の
み
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
お
盆
に
自
主

休
業
し
た
場
合
は
、
休
日
の
扱

い
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
お
盆
を
医
療
法
上
の

標
榜
と
し
て
休
業
す
る
と
保
健

所
に
届
け
出
た
場
合
で
あ
っ

て
、
上
記
の
算
定
要
件
上
の
休

日
以
外
の
日
に
診
療
し
た
場
合

は
、
初
・
再
診
料
の
時
間
外
加

算
は
算
定
で
き
ま
す
が
、
往
診

料
に
は
時
間
外
加
算
は
あ
り
ま

せ
ん
。

金
融
共
済
委
員
会

（
10
／
23
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
2
件
、
加
入
審
査

2
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
1
件
の
案
件
を
審
査
し
可
決

し
ま
し
た
。

「
積
立
金
の
お
知
ら
せ 

兼

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
」 の
送
付

保
険
医
年
金

　
保
険
医
年
金
の
「
積
立
金
の

お
知
ら
せ
」
を
大
樹
生
命
本
社

か
ら
順
次
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
積
立
金
額
は
、
2
0
1
9

年
8
月
末
現
在
の
金
額
で
す
。

基
本
年
金
額
の
試
算
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
下
さ

い
。

　
こ
の
お
知
ら
せ
の
下
段
に
生

命
保
険
料
控
除
証
明
書
が
つ
い

て
い
ま
す
。年
末
調
整
時
、ま
た

は
確
定
申
告
時
ま
で
保
管
し
、

切
り
離
し
て
お
使
い
下
さ
い
。

　
保
険
医
年
金
は
、「
一
般
の

生
命
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
個
人
年
金
保
険
料

控
除
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
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こ
れ
ま
で
か
ら
、
風
邪
な
ど
の

時
に
よ
く
受
診
さ
れ
る
Ｔ
さ
ん

が
、
不
機
嫌
そ
う
な
顔
を
し
な
が

ら
診
察
室
に
入
っ
て
こ
ら
れ
た
。

　「
今
朝
か
ら
、
動
く
と
ド
キ
ド

キ
す
る
の
で
す
」

　
い
つ
も
大
き
な
声
で
は
き
は
き

と
話
を
さ
れ
る
Ｔ
さ
ん
だ
が
、
今

日
は
い
や
に
お
と
な
し
い
。

　「
な
に
か
、
胸
が
変
な
の
で
す
」

　「
そ
う
な
の
で
す
か
」

　
血
圧
や
脈
拍
、
心
音
や
呼
吸
音

で
は
異
常
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
と
り
あ
え
ず
心
電
図
を
撮
っ
て

み
た
。
Ｓ
Ｔ
が
上
昇
し
て
い
る
。

立
派
な
心
筋
梗
塞
で
は
な
い
か
。

　「
Ｔ
さ
ん
、
心
筋
梗
塞
で
す

よ
。
す
ぐ
に
、
病
院
の
循
環
器
科

に
行
っ
て
下
さ
い
」

　「
や
っ
ぱ
り
、
心
臓
が
悪
い
の

で
す
よ
ね
」

　「
今
朝
、
畑
に
行
く
途
中
で
、

胸
が
お
か
し
く
な
っ
て
、
帰
っ
て

き
た
の
で
す
」

　「
か
な
り
、
胸
の
痛
み
が
き
つ

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

　「
何
か
変
な
の
で
、
そ
の
ま
ま

総
合
病
院
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」

　「
診
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で

す
か
」

　「
受
付
で
紹
介
状
が
な
い
と
駄

目
だ
と
断
ら
れ
た
の
で
す
」

　
2
0
1
6
年
4
月
の
診
療
報
酬

改
定
に
よ
り
、
他
の
医
院
・
診
療

所
等
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
の
紹

介
状
（
診
療
情
報
提
供
書
）
を
持

た
ず
、
病
院
を
受
診
し
た
場
合
、

初
診
時
選
定
療
養
費
が
か
か
る
。

初
期
治
療
は
地
域
の
医
院
・
診
療

所
な
ど
で
、
高
度
・
専
門
医
療
は

病
院
で
行
う
と
い
う
医
療
機
関
の

機
能
分
担
の
推
進
を
目
的
と
し
た

制
度
で
あ
る
。

　
救
急
車
で
受
診
し
た
患
者
な
ど

救
急
救
命
を
要
す
る
患
者
は
除
外

さ
れ
て
い
る
が
、
患
者
さ
ん
に

も
、
病
院
事
務
で
も
救
急
か
ど
う

か
の
判
断
は
難
し
い
。
病
院
と
し

て
は
時
間
内
で
外
来
受
診
さ
れ
た

患
者
さ
ん
に
余
分
の
費
用
負
担
を

し
て
も
ら
う
の
は
気
が
引
け
る
。

そ
の
た
め
、
紹
介
状
の
な
い
患
者

さ
ん
は
一
律
に
お
断
り
す
る
対
応

に
な
っ
て
い
る
。

　「
Ｔ
さ
ん
、
本
当
は
結
構
、
苦

し
か
っ
た
の
で
し
ょ
。
救
急
車
を

呼
べ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」

　「
で
も
、
救
急
車
は
む
や
み
に

呼
ん
で
は
い
け
な
い
の
で
は
」

　「
い
ず
れ
に
し
ろ
、
紹
介
状
を

書
き
ま
す
か
ら
、
今
度
は
、
救
急

車
で
病
院
に
戻
っ
て
下
さ
い
」

　
地
域
の
基
幹
病
院
に
電
話
を
し

て
、
事
情
を
話
し
て
救
急
受
診
し

て
も
ら
っ
た
。

　
病
院
で
は
救
急
患
者
と
し
て
受

け
入
れ
て
、
早
速
、
冠
動
脈
造
影

検
査
の
後
で
血
管
内
治
療
を
し
て

も
ら
っ
た
。

　
そ
の
後
、
病
状
が
落
ち
着
い
た

た
め
、
総
合
病
院
か
ら
逆
紹
介
を

う
け
た
。
そ
し
て
定
期
的
に
私
の

診
療
所
に
通
院
さ
れ
て
い
た
。

　「
Ｔ
さ
ん
、
調
子
は
ど
う
で
す

か
」

　「
ま
あ
、
ど
こ
も
し
ん
ど
い
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　「
こ
の
間
、
病
院
に
行
っ
て
き

ま
し
た
」

　「
で
、
そ
の
結
果
は
ど
う
で
し

た
か
」

　「
ま
た
、
受
付
で
断
ら
れ
た
の

で
す
。
以
前
、
病
院
で
診
て
も

ら
っ
た
時
に
、
ま
た
半
年
ほ
ど
し

飯田 泰啓（相楽）

診診診
察
室 やややや 話よもやま

紹

介

状

た
ら
来
て
下
さ
い
と
言
わ
れ
た
の

で
す
。
で
す
の
に
、
受
付
で
紹
介

状
が
な
い
と
だ
め
だ
っ
て
」

　「
次
の
予
約
が
入
っ
て
な
か
っ

た
の
で
す
ね
」

　
今
回
は
、
再
診
時
選
定
療
養
費

の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
再
診
時
選
定

療
養
費
は
、
患
者
さ
ん
自
身
の
判

断
で
引
き
続
き
病
院
の
外
来
に
通

院
す
る
場
合
、
ま
た
は
病
院
が
他

の
医
療
機
関
へ
紹
介
し
た
患
者
さ

ん
が
、
紹
介
状
な
し
に
再
度
受
診

し
た
場
合
に
か
か
る
費
用
で
あ
る
。

　「
だ
か
ら
、
ま
た
そ
の
う
ち
に

紹
介
し
ま
す
と
言
っ
て
い
た
で

し
ょ
」

　「
で
も
、
紹
介
状
を
書
く
手
間

も
か
か
る
の
で
、
ご
迷
惑
だ
と

思
っ
た
の
で
す
」

　「
病
院
の
先
生
も
、
い
ま
飲
ん

で
い
る
薬
も
分
か
ら
な
け
れ
ば
診

察
で
き
な
い
で
し
ょ
」

　「
そ
う
な
の
で
す
が
」

第 11 回

　
患
者
さ
ん
が
、
な
か
な
か
紹
介

し
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
相
談
も

な
く
受
診
し
た
と
思
わ
れ
る
。
早

く
紹
介
を
し
な
か
っ
た
私
が
悪

か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
今
回

は
、
急
ぐ
必
要
も
な
い
の
で
、
循

環
器
内
科
の
予
約
を
と
っ
て
紹
介

状
を
渡
し
た
。

　
病
院
を
受
診
し
た
い
た
め
に
紹

介
状
を
目
的
に
受
診
さ
れ
る
患
者

さ
ん
も
あ
る
。
救
急
車
で
受
診
し

た
場
合
に
は
選
定
療
養
費
の
必
要

は
な
い
と
聞
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
必

要
も
な
い
の
に
救
急
車
を
呼
ぶ
、

救
急
で
も
な
い
の
に
時
間
外
に

な
っ
て
か
ら
救
急
外
来
を
受
診
す

る
な
ど
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
も
生

じ
て
い
る
。

　
ひ
と
つ
の
制
度
を
作
る
と
、
そ

れ
に
伴
っ
て
制
度
の
目
的
と
は
相

容
れ
な
い
病
院
や
患
者
の
動
き
が

出
て
く
る
の
は
当
然
と
言
え
ば
当

然
と
思
え
る
。

　
山
岨
道
彦
氏
（
享
年
65
、
山

科
）
10
月
2
日
ご
逝
去
。

　
松
本
眞
一
氏
（
享
年
87
、
伏

見
）
10
月
6
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

　
日
　
時
　
12
月
13
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
会
　
場
　
京
都
テ
ル
サ
　
テ

ル
サ
ホ
ー
ル

　
参
加
費
　
お
ひ
と
り
3
0
0

0
円

　
申
　
込
　
メ
ー
ル
（kyoro

ken@
w
orld.ocn.ne.jp

）、

フ
ァ
ク
ス（
0
7
5
・
8
1
3
・

1
5
4
6
）

　
締
　
切
　
11
月
15
日
（
金
）

ま
で

　
内
　
容
　
研
究
発
表
Ⅰ
／
講

演
「
よ
り
良
い
職
場
・
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
に
今
日
か
ら
で
き
る

こ
と
（
業
務
改
善
の
手
引
き
）」

講
師
：
足
立
圭
司
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ 

デ
ー
タ
経
営
研
究
所
）／
特
別

講
演
「
笑
い
は
百
薬
の
長
」
講 

師
：
森
下
伸
也
氏
（
関
西
大
学

人
間
健
康
学
部
教
授
）／
研
究

発
表
Ⅱ

　
主
　
催
　
一
般
社
団
法
人
京

都
府
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会

（
連
絡
先
：
事
務
局
　
☎
0
7

5
・
8
1
3
・
1
5
4
5
）

第
26
回
京
都
府
老
人

保
健
施
設
大
会

台風や豪雨災害で被災された皆様に
お見舞い申し上げます

本号に付録「令和元年台風19号に伴う災害の被災者に係る医療」
を同封しています。また、保団連ホームページの「令和元年台風
19号に伴う災害医療特集」では随時、情報を更新しています。ご
参照下さい。
（https://hodanren.doc-net.or.jp/saigai/19ty/）

日　時 11月17日（日）午前10時～12時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
内　容 ①開業を成功に導くための秘訣～押さえておくべきポイント～（仮）
 　（廣井増生税理士事務所　所長　廣井 増生 氏）
 ②先輩開業医からのアドバイス
 　  （医療法人双樹会よしき往診クリニック 院長　守上 佳樹 氏【西京】）
 ③ 地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度について
参加費 会員・当日ご入会の方：無料　 未入会者：5,500円（要申込）
※ 参加者には、開業に役立つ『新規開業医の手引』（保団連発行）を進呈。
　当日の入会も可。

地区医師会との懇談会2019年度

中京東部・中京西部
医師会 11月25日（月） 午後 2 時30分～ 京都府医師会館

京都北・上京東部・
京都市西陣医師会 11月28日（木） 午後 2 時～

京都府保険医協会・
会議室

乙訓医師会 12月2日（月）  午後 2 時～ 乙訓医師会・会議室

綾部・福知山医師会 12月7日（土）  午後 4 時～ 福知山医師会館

無 料 相 談協会の
◇ 会員の希望される専門家をご紹介します
◇随時、必要な時に相談できます
  ご都合の良い日を各種専門家と日程調整します
◇相談は無料（ただし、１事案１回限り）
 ※ １事案につき１回の無料相談を超えてのご相談は、個別相談に移行
し有料になります

法 律

税 務 建 築

金 融 雇 用 管 理

廃 棄 物 処 理

詳細は
協会まで

日　時 2020年 1月29日（水）午後2時～4時
場　所 京都府保険医協会・ルームA
講　師 桂 好志郎 社会保険労務士
参加費 1,000円
協　賛 有限会社アミス
※ お申込み後にキャンセルされる場合は、事前にご連絡をお願いします。

要申込

京都保険医新聞は協会ホーム
ページからもご覧いただけま
す。ご活用下さい。

2 0 1 9 年 (令和元年) 1 1 月 1 0 日第 3 0 6 1 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月10日･25日発行
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